【募集要項・条件】

・「板橋ビューネ2014」に出展する上演作品に関する劇評。

・執筆いただいた劇評は編集作業を通じた上で、「別冊・サブテレニアン」に印刷し、また「板橋ビューネ2014」公式サイトへ掲載いたします。

・ただし、編集サイドで掲載が認められないと判断された場合は劇評の掲載を拒否する場合がございます（「評価」を参考）。

・募集締め切り：10月27日まで

・応募先：itabashi.buhne＠gmail.com （件名を「劇評企画」としてください）

・応募いただいた劇評の著作権は2015年9月まで「板橋ビューネ」に帰属します。また、投稿料はありません。

・観劇はご自身で行ってください。また取材が必要な場合は演劇祭を通じて各劇団へコンタクトするか、劇評企画の旨を伝えて個人で直接連絡をお取りください。
【評価】

・現代社会ないし現代演劇に対して独自の問題意識・問題設定を持っているか。

・上演内容の描写だけでなく、上演によって喚起された思考に関する記述があるか。

・上演を見ていない読者に対しても劇評内容を理解させるだけの説明がなされているか。

【コンタクト】

・itabashi.buhne＠gmail.com

・担当：横田宇雄

【投稿規約】

・2,000字以上10,000字以内（注釈含む）。

・文献やパンフレットなどテキストからの引用がある場合には出典を明らかにすること。

・上演の台詞を引用する場合には「筆者メモ」の旨を明記すること。上演台本から引用している場合には、その旨を記載すること。

・観劇した作品の日時を明記すること。

・劇評の執筆については、基本的にMicrosoft Office WordかOpenOfficeWriterで行い、それ以外の場合には左記ソフトで閲覧が可能な状態で提出すること（手書き不可）。
・「別冊サブテレニアン」への公開については紙面の都合上、全文が掲載されるわけではありません。

【作業工程】

・応募者の締め切り（10月27日）。

・執筆締め切り（12月末日）。

・編集作業（2015年1月）。

・印刷およびウェブサイトへ公開。

2013年度の水牛健太郎さんと横田宇雄さんの劇評が公式サイトからご覧いただけるようになっています。

公式サイト：http://itabashi-buhne.jimdo.com/
